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相
手
に
運
動
量
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回
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、
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て
は
心
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る
が
、

乎
」

々
に
押
し
勝
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。
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ン
3
年
生
を
中
心
に
や
っ
て
き
た

′

大
津
を
中
心
に
気
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8
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え
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張
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手
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え
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だ
長
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南
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園
8
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、
次
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W
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に
、
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ッ
ク
ス
こ
そ
突
破
し
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ほ
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い
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と
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瑞
-
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の
ナ
ン
バ
ー
8
ハ
ラ
シ
リ
に
個

し
た
。

ー
射酎
"
-
以
嶺
で
げ
“
ル
ラ
"
畝
姥
剛
巧
幸
〉
平
~
0
5
1
1つ
陰
に
2
曇
ご
ラ＼
豆、
と
E
ノ
:
0

「「牙.‐戸L‐朔す突薄い臼銭欲姉艶似
対
細て刈所ル煎引“如鰯胡
'
=云
1
.
そ
嘗
云

(
黒
川
美
穂
子
)

・福見千成 (第3種郵便物諌め

　　　　　　　　　　　　　　　
-
…
≦
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
…
≧==
ミニ=
三
===
ミニ
三
雲
コ=
き
き
三一
ミ
ミこ=
三
三;==ニコニ
三
三=
≦
≧
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三=
三
三
三
三==:
≦
…
三
三=
三
三=
i
三
三=
三
三
三
一

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

・ー・ー

,

▲
▲

・

▲＼

,

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　　
　
　
　
　
　

　

　　
　　　
　
　
　
　　
　
　
　
　

　　
　

緬

堂々
と
堂
々
と
入
場
行
進
す
る
長
崎
総
合
科
学
大
付

　
　
　
　

　

.
講

◆

　　　

　
　　

　
　

　　　　　
　

　

‘""t

tや

L
rL
1

「

ー

　
　
　　　
　

ぎ
み
輪
講
離
州
嶋
部

　

　

　

　
　

　
　
　
　
　

　　　　　　　　
　

1
,“1

　
　
　

　

　　　　　

　
　　

　
　　
　　
　

　

　　
　

　

　
　

=
駒
沢
陸
上
競
技
場(
漉
崎
武
撮
影
)

長
総
大
付
が
行
進
きょ
う
初
戦

サ
ッ
カ
ー
の
第9
6
回
全
国
高
校
選
手
権
は3
0
日
、

東
京
・
駒
沢
陸
上
競
技
場
で
開
幕
。
都
道
府
県
代
表

4
8
校(
東
京
2
校)
が
参
加
し
て
開
会
式
が
行
わ
れ
、

本
県
代
表
の
長
崎
総
合
科
学
大
付
も
引
き
締
まっ
た

表
情
で
力
強
く
入
場
行
進
し
た
。
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開
幕
戦
は
佐
賀
東
勝
つ

全国高校サッカー選手権開幕

前
回
優
勝の
青
森
山
田
を

先
頭
に
北
か
ら
南の
順
に
入

場
行
進
。
長
総
大
付
は4
6
番

目
に
登
場
し
た。
開
会
宣
言
、

優
勝
旗
返
還
な
ど
の
後
、
青

森
山
田
の
小
山
内
主
将
が

「
正々
堂々
と
最
後
の一
分

一
秒
ま
で
戦
う
」
と
宣
誓
し
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。
開
幕
戦
は
佐
賀
東
が
関

東
第
一(
東
京
B
)
に
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ー

0
で
勝
っ
た
。

第
2
日
の3
1
日
は
各
地
で

1
回
戦1
5
試
合
を
実
施
。
長

総
大
付
は
午
後
2
時1
0
分
か

ら
、
千
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市
の
フ
ク
ダ
電
子
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を
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で
中
京
大
中
京
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と
対
戦
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る
。
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森
山
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森
山
田
の
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山
内
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は
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宣
誓を
立
派に
務
め
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前
回
大
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で
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役
を
果
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し
た
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の
住
永
前
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か
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9
日
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話
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緊
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す
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ま
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が
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来
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
を
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覚
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「
し
っ
か
り
練
習

し
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、
静
岡
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時
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6
秒
で
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が
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間
新
記
録
の
走
り
で
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に
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区
の
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、
7
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で
も
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亜
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が
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間
新
を
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た
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第
3
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そ
の
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何
度
か
ピ
回
戦1
6
試
合
を
実
施
。
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総
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選
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チ
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迎
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手
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、
千
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岡
、
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ア
ム
で

な
ど
で
1
回
戦1
5
試
合
が
行

児
島)、
滝
川
二
(
兵
庫
)
、
,
切
り
抜
け
た
。
後
半2
3
分
に

高
川
学
園
(
山
口
)
と
対
戦

わ
れ
、
本
県
代
表
の
長
崎
総
旭
川
実
(
北
海
道
)
、
米
子
は
M
F
荒
木
の
左
ク
ロ
ス
の
す
る
。

合
科
学
大
付
は
中
京
大
中
京
北(
鳥
取
)
な
ど
も
2
回
戦
こ
ぼ
れ
球
を
中
央
で
拾っ
た

(
中
島
崇
雄
)

中
京
大
中
京
(
泌
)
に
3
1
◎
.

▽
1
回
戦

一
ス
テ
ム
を
変
更
。
4
分
後
、
D一
の
個
人
技
で
好
機
を
つ
く
っ
た

-

…
'
＼
÷
)
′
半
季へ
中

一
F
小
川
の
縦
パ
ス
に
抜
け
出
し
が
・
決
定
力
を
欠
い
た
。
後
半

斗百結
離
321日
収
c窺
rn
一

た
嶋
中
が
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
t
b
謙
容
ひ
ミ
も
州
お
気
こ
}

辱
誓言【韮
}鳴エ
モ
トル冊ー紬姻
於

た
。
その
後
も
シ
ン
プ
ル
に
前
沫
q
堆
汁
.ミ
ン
ズ
ラ
宍

〒

三
コ
,
由
↑

j

~
戸

線
へ
ポ
ー
ル
を
供
給
し
、
サ
イ
ー
な
か
ゥ
た
‘

【
評
ー
長
崎
総
合
科
学
大
付
ド
を
起
点
に
攻
め
続
け
た
。
守
R
虫鼠大
-

が
中
京
大
中
京
に
快
勝
。
前
半
備
で
は
相
手
の
中
心
選
手
を
マ
田原林角
井川原
瀬山辺
田

の
先
制
点
で
優
位
に
立
ち
、
後
ン
マ
ー
ク
。
ピ
ン
チ
を
迎
え
て
ヒ
届
小
大
岩
笛
藤
棚
木榊
鰍
8
31
8

女子しも ン {菌 ド線 た た F ス
セ て 、マ で を へ 0山鳥′J テ

京 1休 D Iは起ポそ中▼川 ム
大フーを F ク相点 !の家のを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

長
総
大
付
は
前
半1
3
分
、
D
好
セ
ー
ブ
も
光
っ
た
。
'

F
嶋
中
を
前
線
に
投
入
し
、
シ

中
京
大
中
京
は
M
F
本
山
ら

▽
交
代【
長ー
嶋
中
(
島
田
)
武
井〔
柏

木)
柳
谷(
中
村
)【
中
ー
井
村〔
鎌

田)
伊
藤〔
田
辺)
北
野(
小
林)
山

崎(
藤
原
)

東
福
岡
な
ど
も

2
回
戦
に
進
出

分
ア

▽
1
回
戦

　　　　　　　　　　　
　

〔
P
K
5
1
3
)

(
静
岡
)

【1回戦、中京大中京-長崎総合科学大ィ雑 前半17分、長総大付のD F嶋中
が右足を振り抜き先制ゴールを決める=フクダ電子アリーナ ()漬崎武撮影)　　

　　
　

内
【
富
一
与
那
嶺
、
富
田

や

ず
?
征
品)
1広島皆
実

(
P
K
4
1
3
)

る
雰
囲
気の
時間
帯
も
あっ
た
。
の
大
商
学
園
(
大
阪
)
が
前

p
K
4
1
3

全
員
で
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ま
で
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を
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せ

で
も
ラ
ク
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児
け
る
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の
全
日
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高
校
て
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た
」
と
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ぎ
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た
。
町
と
と
も
に
主
将
を
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た
バ

中
京
大
中
京
,
岡
山
監
督
の
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選
手
権
第
2
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1
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手
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▽
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坂
田
、
葉
問
田【
山
一

加
藤東

福
岡3
貧
弱)
o
が
霊

▽
得
点
者【
東
】
沖
野
、
福
田
湧
(
P

　　
　　
　
　

【
日
】
久
住
2
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1
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㈱

【
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【
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【
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坂
梨
、
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保
、
大
森

　
　
　　　
　
　

【
仙
】
佐
藤
一
3
響
鳳
中

大
商
学
園
な
ど

ベ
ス
ト
8
入
り

余
白
本
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー

回覇
者の
十
文
字(東
京
)

を
1
1
0
で
破
り
、
2
大
会

ぶ
り
の
優
勝
を
狙
う
藤
枝
順

eハ
庫
)
に
1
1
0
で
勝
っ

本
県
選
抜
4
位
嗣福岡に19-43

日
、
神
戸
市
の
神
戸
ユニ
バ

ー
記
念
競
技
場
で
第
1
、
第

2
ブ
ロ
ッ
ク
の
決
勝
、
順
位

決
定
戦
計
8
試
合
が
行
わ

福
岡
県
選
抜
に
嶋
ー4
3
で
敗

れ
た
。

長
崎
は
前
半
、
福
岡
に
攻

め
込
ま
れ
る
場
面
が
続
き
、

ツ
ク
ス
、
F
W
が
一
体
と
な
っ
・

た
連
続
攻
撃
か
ら
ト
ラ
イ
を
奪

取。
主
将
の
フ
ッ
カ
ー
大
町(
大

村
R
s
)
は
「
F
W
の
タ
ー
ン
、

オ
ー
バ
ー
や
、
持
ち
味
の
バ
ツ

大
舞
台
で
収
穫

商
機
で
飛
躍
を 1第1ブロック纏 綿 戦、福岡県掛友-長崎県膿抜1ノ

ーサイド直前、トライを決める長崎の F B安保(長与 Y R)
=神戸ユーバー記念“莞技場 (田中英樹撮影)

れ
を
引
き
寄
せ
、
o
ー3
1
の

ー
グ

8
分
に
タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
か
時
5

暴
T
B
山
田(
時
津
R
s
)
場

に
つ
な
い
で
ト
ラ
イ(
ゴ
ー

◇

ル
)
を
奪
取
。
そ
の
後
、
7
第
4

14
3
と
さ
れ
た
が
、1
9
分
に

【

山
田
が
約6
0
嘉
の
独
走
ト
ラ

イ
(
ゴ
ー
ル
)
・
ノ
ー
サ
イ
≧
鷺

ド直
前に
も
連続
攻
撃か
ら
塾
唖

F
B
安
保
長
与
Y
R
)
が
週

ト
ラ
イ
を
決
め
た
。

孝第が車語 義◇ 【 第 館島時 ー ムM 選 1. 発駅4◇) 根 5グ◇)( 手◇ス明着伝◇

4
ト
ラ
イ
(
3
ゴ
ー
ル
)
を

M

許
し
た
。
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4
で

下
し
た
。(
黒
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穂
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千
岡
福
佐
徳

鴻4
63
52
53
54
0
翫
緩4
0

社
◎
×
△
○
魚

と
⑦
急
◎
o

△
“
⑧
◎
△
0

.

、
の
神
蝦=一
茶“
島
崎
大

め
奈
長
神
蔵
北
大
純

金
△
○
注
×

5
×
金
◎
△
0
、
、

分
新
高
分
佐

の
岡蚊
神
鹿兵
長

4
3
節
馳
溺
韻

~4
6
級
澱
節4
43
0

注
⑩
金

×

②
金
注
◎
×
0

(〕
内
は
出
走
予
定
時
刻。
名
前の
後

着
は平高奈
菜
香
川)
だ
め
譲噺
服
勿
獣
鯨
細
㈲
乃

っ
た
。

2

3

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　　　
　
　
　
　
　　
　

h
三
3
月
戦
1
豆
獣
i-酬離婚如繍鰯
戦
闘継旧駆動嗣
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　　　
　
　　　　　　
　

1
1
5
1
4
で
8
1
9
0

◎
◎
0
△
×

≦⑩
◎
O

△
×

5
7
5
4
7
6

小

)
外
中
内
内
内
外

}
外
内
中
内
内
内

5
3
馬
塊3
69
9
斑
馬

229
50
66
7
筋4
72
3

51

4
5
8
3
6
1

ト
3
5
5
4
5
7

(
健
光
太
文
智
智
‐
(
鉄
一
浩
俊
大
員

H
原
田
竜
菅
冨
尾
州
崎
中
田
口
川
洲
H

登
蒲
吉
峰
小
武
中
般
山田
蕗
山
北
探

1
2
3
4
5
6

↑
1
2
8
4
5
6

×
△
◎

0

⑥

△
◎

×
0

)
内
内
内
外
外
外

)
内
内
中
タ
タ
タ

扇4
12
38
1
馬1
54
8

26
個4
46
0
皿
%
m

雪

4
3
4
1
5

静
5
6
4
5
3
1

・

(
淳
俊
竜
健
智
昂
(
一
勇
康
靴
鉄
涼

H
永
口
川
原
尾
島
H
流
野
井
武
崎
山

園報
謝
雛
塙
蹄

(〕
内
は
締
め
切
り
時
間。
名
前の
後

か
ら

=

開

園

醐
闘

長
崎
総
合
科
学
大
同
の
D
F
嶋

中
が
、
小
嶺
監
督の
起
用
に
見
事

に
応
え
た
。
前
半1
3
分
、
2
ト
ッ

プ
の一
角
と
し
て
投
入
さ
れ
た
3

年
生
は
わ
ず
か
4
分
後
、
右
足
を

豪
快
に
振
り
抜
き
先
制
の
ゴ
ー
ル

を
決
め
た
。
「(
ピ
ッ
チ
に
)
入

っ
た
時
は
、
か
ま
し
て
や
ろ
う
か

な
と
思っ
て
い
た
」
。
ベ
ン
チ
ス

タ
ー
ト
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す
一
発

で
、
流
れ
を
引
き
寄
せ
た
。

昨
年
は
守
備
陣
の一
人
と
し
て

先
発
出
場
。
今
季
も
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
相
手
キ
ー
マ
ン
を
抑
え
る
役

3年繭の雪辱果たす
割
が
多
か
っ
た
が
、
勝
負
ど
こ
ろ
合
わ
せ
、
0
1
1
で
負
け
た
因
縁
心
(
静
岡
)
は
全
国
高
校
総

で
は
前
線
へ
上
が
っ
て
得
点
に
絡
の
相
手
で
も
あ
る
。「
得
点
で
き
体
を
制
し
た
日
ノ
本
学
園

ん
で
き
た
。
小
嶺
監
督
が
「
ど
こ

た
の
は
う
れ
し
い
け
れ
ど
、
チ
ー

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
も
使
え
る
。
バ
ム
が
勝
て
た
の
が
一
番
」
。
ガ
ッ

ワ
ー
、
シ
ュ
ー
ト
力
が
あ
る
」
と

ツ
ポ
ー
ズ
で
リ
ベ
ン
ジ
を」覚
え
だ
。

認
め
る
逸
材
。
攻
守
両
面
で
持
ち

た
だ
、
試
合
内
容
に
つ
い
て
小

味
を
発
揮
し
、
2
点
目
の
D
F
小
嶺
監
督
は
「
ま
だ
ま
だ
甘
い
」
と

川
の
ゴ
ー
ル
も
ア
シ
ス
ト
し
た
。

消
化
不
良
の
様
子
。
主
将
の
D
F

試
合
終
了
間
際
に
は
、
J
1
・
田
中
も
「
流
動
的
に
攻
め
ら
れ
た

C
大
阪
入
り
が
決
ま
っ
て
い
る
F

時
、
マ
ー
ク
が
ず
れ
て
チ
ャ
ン
ス

ム
が
勝
て
た
の
が
一
番
」
。
ガ
ッ
て
、
ベ
ス
ト
8
入
り
し
た
。

ツ
ポ
ー
ズ
で
リ
ベ
ン
ジ
を
喜
ん
だ
。

'

た
だ・
試
食
容
につ
いて
小

海
外
サ
ッ
菊
駆

　　
　
　　

吉
田
フ
ル
出
場

【
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
(
英

サ
ン
プ
ト
ン
の
吉
田
麻
也
は

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
戦
に
フ
ル
出
場
し
、

し
た
。
し
ス
タ
ー
の
岡
崎
慎

司
は
、
1
1
2
で
逆
転
負
け

し
た
リ
バ
プ
ー
ル
戦
で
後
半

2
8
分
か
ら
プ
レ
ー
し
た
。

W
安
藤
も
ダ
メ
押
し
の
3
点
目
を
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
課
題
。
相
国
)
共
同
-
サ
ッ
カ
ー
の
欧

た
た
き
込
ん
だ。
中
京
大
中
京
は
、
手
を
し
っ
か
り
分
析
し
て
2
回
戦
州
各
リ
ー
グ
は3
0
日
、
各
地

兄
の
翼(
駒
大
)
ら
3
年
前
の
先
に
臨
み
た
い
」
と
気
持
ち
を
切
り
で
行
わ
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

輩
た
ち
が
同
じ
く
1
回
戦
で
顔
を

替
え
て
い
た
。

(
中
島
崇
雄
)
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
で
サ
ウ

　
　
　

鑑
＼
〆
"

遠
藤
エ
ミ
が

G
I
初
優
勝

ボ
ー
ト
の
ク
イ
ー
ン
ズ
C

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
第
6
回

ク
イ
ー
ン
ズ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス(
G
I)
最
終
日
は3
1
日
、

大
村
市
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大

村
で
6
選
手
に
よ
る
優
勝
戦

(
1
8
0
0
疑
、
3
周
)
が

*
S
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
実
戦

復
帰
女
子
テニ
スの
元
世
界

ラ
ン
キ
ン
グ
1
位
で
9
月
に
第

1
子
を
出
産
し
た
セ
リ
ー
ナ
・

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
(
米
国
)
が3
0

日
、
ア
ブ
ダ
ビ
で
の
エ
キ
シ
ビ

シ
ョ
ン
試
合
で
実
戦
復
帰
し

た
。
2
0
1
7
年
の
全
仏
オ
ー

プ
ン
覇
者
エ
レ
ナ
・
オ
ス
タ
ペ

ン
コ(
ラ
ト
ビ
ア)
と
対
戦
し
、

2
1
6
・
6
1
3
で
迎
え
た1
0

点
先
取
の
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
を
5

11
0
で
落
と
し
て
敗
れ
た
。

は
①
ー
◎
ー
④
で
8
1
9
0

円
だ
っ
た
。

一
蹴
-

r
.

‐構
=

　
　　

　　
　

　
　

o
崎

て
‐

優
勝
戦
の
「
周
目
2
マ
ー
ク
を

先
頭
で
回
る
遠
藤エ
ミ(
.
)

11
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
村

一

行
わ
れ』遠
藤
エ
ミ(
滋
賀
)

が
1
分4
8
秒
1
で
G
I
初
優

勝
を
果
た
し
、
賞
金
1
2
0

0
万
円
を
獲
得
し
た
。
2
着

は
寺
田
千
恵
(
岡
山
)
、
3

◎
G
K
湊
大
昂(
3
年
)

と
が
大
事
。

ロ
ー
ル
し
た
い
。

◎
D
F
諸
石
一
砂(
3
年
)

昨
年
よ
り
リ
ラッ
ク
ス
し
て

◎
M
F
別
府
尊
至(
3
年
)

◎
D
F
小
川
貴
之(
3
年
)

初
戦
の
硬
さ
が
少
し
出
て

臨
め
た
。
周
り
が
皐
ス
て
、

押
し
込
ま
れ
る
時
間
帯
が

公
式
戦
で
初
ゴ
ー
ル
を
決
し
ま
っ
た
が
、
落
ち
着
い
て

声
も
掛
け
ら
れ
た
。
苦
し
い
多
か
っ
た
が
、
無
失
点
で
終

め
れ
て、
す
ご
ノ
う
れ
し
い
。
や
れ
た
。
守
備
面
は
、
体
を

時
間
帯
は
あ
っ
た
が
、
も
う
わ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。
全
先
制
ゴ
ー
ル
の
ア
シ
ス
ト
は
、
張
っ
て
で
き
た
。
相
手
の
攻

一
度
得
点
を
す
る
チ
ャ
ン
ス

国
の
ピ
ッ
チ
は
楽
し
か
っ
D
F
嶋
中
の
動
き
が
見
ス
て
撃
は
F
W
鎌
田
が
起
点
に
な

は
来
る
と
思
っ
て
踏
ん
張
っ

た
。
次
戦
は
も
っ
と
ボ
ー
ル

い
た
。
パ
ス
を
出
せ
ば
決
め

っ
て
い
た
の
で、,
抑
え
る
こ

た
。
味
方
を
信
じ
て
守
る
こ

を
触
っ
て
ゲ
ー
ム
を
コ
ン
ト

て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
た
。

と
を
心
掛
け
た
。

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
グ
ビ
ー

2018.1.1 長崎新聞
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（第3種郵便物認可） 長 山吾

長
崎
総
合
科
学
大
付
は
苦
し
み

な
が
ら 、

3
回
戦
へ
の
扉
を
こ
じ

開
け
た。

高
川
学
園
（
山
口）
に

2
|

1
で
辛
勝 。
小
嶺
監
督
は「
前

半
2

点
取
っ

た
こ
と
で
心
の
緩
み

が
出
た 。

後
半
は
冷
静
な
判
断
が

で
き
な
か
っ

た」
と
渋
い
表
情
で

振
り
返
っ

た 。

前
半
は
終
始 、
ペ

ー
ス
を
掴
っ

た 。

鍛
え
上
げ
た
ス
ピ
ー
ド 、

パ

- -、

＇ぃ,,し合::� 鵬彎�f- _,_,._,、 --'1.: 、�:":::,;三竺’會竺守蕊磁誓

-— . -い- - ,., ___』で�＇し,.,,,,c、--ふ，、、・--ヘ.. 鴫___, べ、,__ , 
〖2回戦、長崎総合科学大付一高JII学園〗前半32分、長総大付のFW安藤（右） 1 

先制点を決める ーゼットエーオリプリスタジアム（漂崎武撮影）

ワ
ー 、

高
さ
を
生
か
し
て
攻
め
続

け
た 。
32
分 、
J
1
.

C
大
阪
に

内
定
し
て
い
る
F
W
安
藤
の
2

試

合
連
続
と
な
る
ゴ

ー
ル
で
先
制 。

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

エ
リ
ア
手
前
で
ボ

ー
ル
を
受
け
る
と 、

「
マ

ー
ク
が

厳
し
い 。

遠
く
か
ら
狙
お
う」
と

+1Jヽ嶺忠敏監督前半2
点取れたことは良かった。
後半は浮足立ってしまい、
一人一人の持ち味が全く出
せなかった。3回戟の相手
青森山田は強豪。だが、勝
負の世界は分からない。全
カでやるだけ。

ひと言
+MF荒木駿太(3年）
後半、3点目を狙うとい

う焦りから、悪い流れにな
ってしまった。セカンドボ
ールを取れず自分たちの攻
撃もできなかった。試合中
に前向きな言葉を掛け合う
必要がある。強い気持ちで
ゴールに対する意識を改善
したい。

祭斤

高
川
学
園（
山
口）
に
2
|
1

【
高
瓜
贔�

1

部
野
丸
近
下
久
本
部
広
犀
m信

安
奥
鶴
田
浜
末
江
品
長
平
土
3
8
n

�
�
��

�

�
 

k

F

F

W
H
K
K
 

G

D

M

F
S
C
F
 

�

：
�
�ヽ
�＇

本
不中
川
村
井
府
木
中
藤
7
5
13

湊
岩
柏
田
小
中
武
別
荒
嶋
安

冒
総
大
付】

▽
p
k
【
高】
1

▽
交
代
【
長】
諸
石
（
中
村）
【
高】

山
本
廉（
奥
野）
大
山
(
11
本）

5
年
ぶ
り
16
強

r甲

>
1
回
歎

0
ーo

1
清
水
桜
が

丘

高
川
学
園

ー（

）

（
山
口）

1
ー
］

(
P
K
5
1
3)

（
静
岡）

冨
靡
【高】
山
本
廉
【
消】
松
下

冦
輩

3(
1
1

摯
三
罹升
惰

▽
得
点
者【
日】
佐
藤
颯
2、
鈴
木【
北】

杉
村鱈

三
4(

22
1
い）
2

置
尉貪

、

▽
得
点
者
【
旭】
西
村 、
円
道
2 、
山

内
【
宜】
与
那
嶺 、
貨
田

ワ
ン
タ
ッ

チ
で
相
手
を
は
が
し

星
埼
玉
五

1(
01
1

01)
1
広
島
皆
実

右
足
で
豪
快
に
ミ
ド

ル
シ
ュ
ー
ト

(
P
K
4
ー

3)

を
た
た
き
込
ん
だ 。

わ
ず
か
3

分
後 、

畳
み
掛
け
る

▽
得
点者
【
昌
7
澁�
【
広】
提

(
21
贔）
0
高
知
西

明
秀
学
園

日->

3

よ
う
に
ロ
ン
グ
ス
ロ
ー

の
こ
ぼ
れ

（
茨
城）

▽
得
点
者
【
明】
荒
井 、
伊
里 、
橋
本

球
を
D
F
岩
本
が
右
足
で
押
し

込

）̀-
2（

⑫
口

誓

疇譴

む 。

だ
が 、

圧
倒
し
て
折
り
返
し

▽
得
点
者
【
滝】
稲
田 、
福
嶋

た
は
ず
の
後
半 、
守
勢
に
転
じ
た 。

麟国
2

□
1
01)

］
山
梨
学
院

2
ト
ッ

プ
に
変
更
し
た
相
手
に
セ

▽
得
点
者【
米】
坂
田 、
葉
間
田
【
山】

カ
ン
ド

ボ
ー

ル
を
拾
わ
れ 、

な
か

な
か
ボ

ー
ル
を
奪
え
な
い 。
サ
イ

加
藤

ド
か
ら

讐
れ 、

26
分
に
は
P
K

東
福
岡
3(

21
贔）
0

直
福
島]心

を
決
め
ら
れ
て
1

点
差
に
迫
ら
れ

▽
得
点
者
【
東】
沖
野 、
涼
田
湧
(
P

た 。

な
お
も
相
手
ペ

ー
ス 。

最
後

k)
木
栂

立
正
大
訟

（
屈
根）

ま
で
集
中
し

て
走
り
き
り 、

同
点

一
旱
麟
嗜

2(
11
□
00)
0
南

▽
得
点
者
【
日】
久
住
2
(
P
K
1)

弾
は
許
さ
な
か
っ

た
が 、

主
将
の

D
F
田
中
は
「

予
想
以
上
に
苦
し

門
盟了
園

1(
01
□

00)
0
秋
田
商

（
鹿
児
品）

め
ら
れ
た 。
勝
て
て
ほ
っ
と
し
た」

▽
得
点
者
【
神】

喜

と
胸
を
な
で
下
ろ
し

た 。

遣
石
川
直

1(
10
□

00)
0

墨
瓢[

県
勢
と
し
て
は
13
年
ぶ
り 、

チ

▽
得
点
者
【
星】
西
部

3(

）

0
徳
島
北

ー
ム
と
し
て
は
初
の
8

強
入
り
を

登
笑
可

1
I

O

児

懸
け
た
3
回
戦
は 、

前
回
覇
者
の

（
岐
阜）

2
ー

0

＞
得
点
者
【
帝】
坂
梨、
久
保 、
大
森

大

青
森
山
田
と
ぶ
つ
か
る 。

田
中
は

「
き
ょ

う
み
た
い
な
試
合
を
し
て

遺
麟
覆

3(
l
□

20)
2

置
翫
董

▽
得
点
者
【
仙】
佐
藤一
3
【
高】
中

い
た
ら
勝
て
な
い 。

簡
単
に
ポ

ー

ル
を
相
手
に
渡
さ
な
い
よ
う
に
し

野、
横
内

た
い」

。

反
｀
を
糧
に 、

大一
番

沼
山
第一
i(
＂
00
)。

鰭

に
挑
む 。

（
中
島
崇
雄）

▽
得
点
者
【
冨〗
押升

り

2Q1_8_ （平成30年） 1 

▽
2
回
戦
聾｛
喜
10)

1

膚憚

▽
得
点
者
【
長】
安
帥 、
岩
本
【
高】

土
信
田
(
p
k)

【
評】
追
い
風
が
吹
く

前
半
に

2
点
を
挙
げ
た
長
崎
総
合
科
学
大

付
が
主
導
権
を
掴
っ

た。
後
半
は

高
川
学
園
ペ
ー

ス
に
な
っ

たが 、

全
員
が
体
を
張
っ
た
守
備
で
逃
げ

切
っ
た。

長
総
大
付
は

前
線
か
ら
出
足
の

速
い
プ
レ
ス
を
か
け
た 。
ボ

ー
ル

を
奪
つ
と
シ
ン
プ
ル
に
ロ
ン
グ
ボ

ー
ル
を
供
給
両
サ
イ
ド

か
ら
の

ロ
ン
グ
ス
ロ
ー

な
ど
で、
繰
り
返

し
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

エ
リ
ア
内
に
攻

め
込
ん
だ。

前
半
32
分
に
F
W
安

藤
の
個
人
技
で
先
制
す
る
と 、
35

月

分
は
D
F
岩
本
が
ロ
ン
グ
ス
ロ
ー

[

の
こ
ぼ
れ
球
を
押
し
込
ん
だ 。
後
[

半
は
相
手
の
サ
イ
ド

攻
撃
へ
の
対

t
~

応
に
追
わ
れ
た。

高
川
学
園
は
後
半、
1
ト
ッ

プ

か
ら
2
ト
ッ

プ
に
変
更 。
ド
リ

ブ

ル
や
パ
ス
交
換
か
ら
何
度
も
好
機

を
つ
く
っ
た
が、
P
K
で
の
1

得

点
に
と
ど
ま
っ
た。

3 日
r 

水曜日 (26) 

サ
ッ

カ
ー

の
全
国
高
校
選
手
権

第
3
日
は
2
日 、

千
葉
県
市
原
市

の
ゼ
ッ
ト

エ
ー

オ
リ

プ
リ
ス
タ
ジ

ア
ム
な
ど
で
2
回
戦
比
試
合
が
行

わ
れ 、

本
県
代
表
の
長
崎
総
合
科

学
大
付
は
高
川
学
園
（
山
口）
に

2
—

1
で
競
り
勝
ち 、

初
出
場
し

た
2
0
1
2

年
度
以
来
5

年
ぶ
り

に
16
強
入
り
し
た 。

昨
夏
の
全
国
高
校
総
体
覇
者
の

流
通
経
大
柏
（
千
葉）
は
大
分
西

を
3
ー

0
で
退
け
た 。

連
覇
を
狙

う
青
森
山
田
が
草
津
東
（
滋
賀）

に
5
|

0
で
快
勝
し
た
ほ
か 、

日

章
学
園（
宮
崎）、

神
村
学
園
（
鹿

児
島）

、

大
阪
桐
蔭
な
ど
も
3
回

鳳®

9

畠
置
g
サ
ッ

カ
9

©
ー

第

第3

I 

日
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戦
に
進
ん
だ 。

長
総
大
付
は
前
半
32
分、
F
W

安
藤
の
ミ
ド

ル
シ
ュ
ー
ト

で
先

制 。
3
分
後
に
は
ロ
ン
グ
ス
ロ
ー

か
ら
D
F
岩
本
が
右
足
で
追
加
点

を
決
め
た 。

後
半
26
分
に
P
K
を

決
め
ら
れ
た
が、

粘
り

顔
＜
守
っ

て
逃
げ
切
っ

た 。

第
4
日
は
3
日 、

各
地
で
3
回

戦
8
試
合
を
実
施 。

長
総
大
付
は

午
後
2
時
10
分
か
ら
千
葉
市
の
フ

ク
ダ
電
子
ア
リ
ー

ナ
で
青
森
山
田

と
対
戦
す
る 。

（
中
島
崇
雄）

＇ 

条

0
ー
1

桐
蔭
学
園

2(

）
2

（
神奈
川）

東
福
岡

敗
れ
る

（
腐）

2
ー
l

(
P
K
3
ー
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▽
2
回
戦

▽
得
点
者
【一】
中
井 、
相
坂
【
桐】

森
山
2

青

望
這

皇 一
青
森
山
田
5（

砂
。

ご
恥
貪

翌
芙
可

（
岐
阜）

児
篇
脅【
帝】
西
尾 、
大
翡
2
(
P
▽
得
点
者
【
青】
郷
家
2 、
中
村
2 、

k
l)
【
滝】
上
出 、
広
田

額
川

璽
責
00)
0

遭
埼
玉

：
桐
蔭
6(

24
□

00)
0

国
山
形
冨

▽
得点
者
【
神】
高
構

▽
得
点
者【
大】
今
岡
2
(
P
K
l)
、

開
学
園

0
G、
菊
井
2 、
西
矢

這岡
山
冨

2(
02
1
10)

1
這
岩
手
[

日
立

1(
01
1

00)
0

国
石
川
渾

（
茨
城）

▽
得
点
者
【
作】
西
山
拓
(
P
K)
、

▽
得
点
者
【
明】
二
瓶

嘉
炉
望

1(
Ol
□

00)
0

譴
鴫
中
西
【
遠】
高
原
(
P
K)

▽
得
靡
【
米】
城
市

塁疇
詞
玉

3(
12
日）
2
三

重

3(
21
贔）
0
大
分
西
▽
得
点
者
【
邑
久
永 、
稲
見、
白
井

流
通
経
大

柏（
千
葉）

【
三】
奥
田r
南
出

▽
得
齋
【
流】
菊

房 、
加
盟

這
麟
爛

4(
22
1

01)
1
佐
賀
東

▽
得
点
者
【
日】
佐
藤
颯 、
河
原
2 、

鯰
木
津
(
p
k)
【
佐】
中
里

[

、
自

〗
国
麟
賓

2（
腎
00)
。

鱈
麟

分
点

、
35
2

崎
▽
得
点
者
【
日】
久
住 、
亀
山

半
ム

言一嘉

門
翫芦

1(
10
□
00)
0
京
都
橘

学
）

ム
▽
得
点
者
【
上】
大
久
保
(
P
k)

悶

ぞg
山
第一
1(

10
1
00)
0
東
福
岡 '-

--
2

夕
▽
得
薯

区

大竹

謬
IJA

鵡
譴

5（
門
誓
認
彗

学
右

プ
▽
得
点
者
【
前】
飯
島
4 、
色
崎

科
（

リ

合
本
る
オ

ー
総
岩
せ
一

5
崎
F
見
H

長
D
を
ト

:、
の
顔
ツ

蔽
付
笑
ゼ

言
そ

r
［

長
を

第
2
日
の
結
果

（一
部
地
区
既
報）

全
日
本
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー

大
商
学
園
な

ど
4
強
人
り

醤学

全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー

大
会

B
シ
ー
ド

の
日
本
航
空
石

第
4
日
は
1
日 、

東
大
阪
市

川
は
石
川
勢
初
の
8

強
進

の
花
園
ラ
グ
ビ
ー

場
で
3
回

出 。

親
應
学
園
（
兵
庫）
は

京
熙成

戦
8
試
合
が
行
わ
れ、

前
回

ノ
ー

シ
ー
ド

勢
で
唯一
8

強
流
通
経

京
都
成

大
会
準
優
勝
で
B
シ
ー
ド

の

入
り
し
た 。
抽
選
の
結
果 、

東
海
大
仰
星
（
大
阪
第
2)

3
日
の
準
々
決
勝
は
桐

麿子
国
学
院

は
同
じ
B
シ

ー
ド

の
秋
田
工

園
ー

京
都
成
章
の
ほ
か 、

日

譴
炉

と
27

|
27
で
引
き
分
け
た

本
航
空
石
川

ー
東
福
岡 、

東
2)佐

質
工

が 、

ト
ラ
イ
数
で
上
回
り 、

海
大
仰
星

ー
較
痣
学
園 、

大

準
々
決
勝
に
駒
を
進
め
た 。

阪
桐
蔭
（
大
阪
第
1)
ー

国

国
委

2
連
覇
を
狙
う
東
湿
岡
や
京

都
成
章 、

桐
蔭
学
園
（
神
奈

川）
の
A
シ
ー
ド

勢
も
ベ
ス

ト
8
に
進
出
し
た 。

震
海
大
仰
星
ー

秋
田
エ】
後
半
27
分、
同
点
ト

ラ
イ
を
決
め
る
東
海

大
仰
星。
前
田

II
花
園

一

時
逆
転
も
涙秋

田
工

撃
を
徹
底 。
後
半
21
分
に
は一

ら、
匹

時
逆
転
し

た。
伊
東
監
督
は「
プ
湯
浅犀

ラ
ン
通
り
に
や
っ
て
く
れ
て
素

ち
ま’

て
いヤ

晴
ら
し

い。
負
け
た
け
れ
ど
も、

,,
,

0・
歴
代
最
多
の
優
勝
15
回

を
誇
る
秋
田
工
は、
東
海
大
仰

t

星
と
の
B
シ
ー
ド

同
士
の
対
決

蟹
れ
ば
差
は
埋
め
ら
れ
る」

Ar〗

で
27
|

27
と
互
角
の
戦
い
を
見
と
選
手
を
た
た
え
た。

は、
温

る
成紐

京
都
成
章
は
辛
勝

せ
た
が、
ト

ラ
イ
数
の
差
で
涙

県
i

を
の
ん
だ。
昨
秋
の
対
戟
で
は、

11
ト

ラ
イ
を
奪
わ
れ
る
完
敗
だ

0・・・
京
都
成
章
は
ハ
ン
ド
リ

っ
た
と
い
う 。
そ
の
時
と
は
策
ン
グ
の
ミ
ス
が
多
発
し 、
流
通

を
変
え、
モ
ー

ル
で
の
押
し
込
経
大
柏
（
千
葉）
に
苦
戦
を
眸

O ··

み
と 、
C
T
B
児
玉
の
突
破
力
い
ら
れ
た。
後
半
20
分
以
降
は
初
と
か

で
前
進
す
る
2
パ
タ
ー

ン
の
攻
自
陣
で
防
戦一
方
に
な
り
な
が
た。
小

0
でi

こ。t
作四

京
ご

サ
ッ

カ
ー

の
全
曰
杢
閲
校

商
学
園
（
大
阪）
は
鳴
門
渦

井
エ十

女
子
選
手
権
第
3
日
は
2

潮
（
偲
島）
を
3
|

0
で
退
p
ki

日 、

兵
庫
県
立
三
木
総
合
防

け 、

2
大
会
ぶ
り
の
優
勝
を

た 。
A

災
公
園
で
準
々
決
勝
が
行

狙
う
藤
枝
順
心
（
静
岡）
は
ユ
ニ
バ

わ
れ 、

前
回
準
優
勝
の
大

松
商
学
園
（
長
野）
に
7
ー

作
陽l

必

ト
ラ
イ

蓄
國
高
絞

ラ
グ
ビ
ー

大

I 
第4日

：冨星汀鼠書

仰
星、
東
福
岡
な
ど
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